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①ドローンによる牧草地の雑草検知実証実験

• ドローン自動飛行(草地全体の俯瞰画像)
• 雑草株自動検知(AI画像認識)

エゾノギシギシ、オニアザミ、タンポポ
• 雑草の多い区画の特定

画像認識
（自動特定）

雑草の多い区画を特定

◆①＋②により部分除草手順を確立し、その有効性を確認する実証実験を行う

②ドローンによる自動農薬散布除草実証実験

雑草の多い区画に、ピンポイントで
選択制除草剤を散布

• ①で特定した雑草の多い区画
• ドローンによる部分農薬散布
※対象はエゾノギシギシ

取り組み概要(ドローンを活用した雑草検知及び部分除草）
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雑草(ギシギシ)
学習していない牧草画像

雑草を特定

学習モデル完成

“高い精度で雑草を認識できている”
“一株単位での詳細な認識”

感覚ではなく、雑草の正確なデータを集められる

◆対象雑草
エゾノギシギシ＋オニアザミ＋タンポポ

AI画像認識技術(2/2)
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参考：ギシギシ検出結果の拡大図（その１）

拡大
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ホクレン様訓子府実験農場(2022/9/27)

(通信環境にも依存するが)
1時間程度で結果表示が可能

約3m

約3m
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実証の認識精度 2021年度 2020年度 2019年度
株単位 約70.8% 約45.9% 約35.8%
メッシュ単位
(約5m x 5m) 約87% 約83% 約79%

◆(エゾノ)ギシギシ

◆オニアザミ

実証の認識精度 2021年度 2020年度 2019年度
株単位 約65.8% 約52.6% -
メッシュ単位
(約5m x 5m) 約88% 約81% -

• 画像学習アルゴリズムの改善で、非常に高い認識率を達成
• 上空からの俯瞰画像からでは、人の目での識別も難しい小さな株も検出できるようになった

AI画像認識の認識率
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令和4年(今年度）からホクレン様を通じてサービス提供開始
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検出結果レポート例：JAきたひやま(2022/09/26)

グリッドサイズ 3m x3m

全グリッド数 3,657

撮影面積 32,913
3株以上検出

グリッド(赤枠内) 9

5株以上検出
グリッド(赤枠内) 1

+ 10

※グリッド：検出エリアを小さなエリア(3m x 3m)に分割したもの
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ギシギシ検出株数 311

検出結果レポート例：JAきたひやま(2022/09/26)
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今後について

◆ピンポイント除草のサービス化（検出から駆除まで一貫サービス）
牧草地の環境・状態に合わせたピンポイント農薬散布のサービス化

セクションコントロールスプレーヤー 農薬散布ドローン 小型除草ロボット

【課題】
・農薬の適用拡大
・データ連携
・散布請負体制確立

◆検出可能な雑草種別の増加
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